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歴史と機構図
から見る医歯大

もっと知りたい！東京医科歯科大学
四大学連合／入学状況／留学生センター

／教養部●田中 智彦・勝又 敏行

マイリサーチ
　免疫の不思議を解きあかす／烏山 一
　細胞の情報伝達メカニズムを知る／一條 秀憲

特 集大学解剖大学解剖

編

集

後

記

（広報委員会委員長　大谷 啓一）

■ 子供自然科学公開講座

8月20日

（火）
～

10：00～16：00

8月21日

（水）

8月19日（月）

8月23日（金） Ａコース　 
Ｂコース　13：15～16：15

みんなと泳ごう、

ジュニア水泳教室

■ スポーツ公開講座

■問い合せ先／教養部厚生掛　TEL 047-300-7106

■受付期間／平成14年7月15日（月）～17日（水）
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公開予定講座一覧

平成１５年入試情報

広報委員会委員長／大谷 啓一　

広報委員会／三浦 　修　宮本 眞巳　一條 秀憲　畔柳 和代　山下 仁大　北嶋 繁孝　渡橋 正博
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　新広報誌“Bloom”創刊号をお届けします。

これまでの“医歯大ひろば”から大きく様変

わりして驚かれた方もおられるでしょう。サ

ブタイトルに「発信医歯大ニュース」とある

ように大学外の方々に本学の情報を発信して

伝えることが新広報誌の使命です。もちろん

学内の方々にも楽しんでいただけます。東京

医科歯科大学のシンボル白梅が花開く香りが

感ぜられる“Bloom”、大事に育てたいと思

います。皆様のご支援を宜しくお願いします。

～
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■各試験の実施日程（実施場所）
㈰学士編入学試験（湯島地区）　　対象学部学科／医学部医学科、歯学部歯学科
出願期間／平成14年6月5日（水）～14日（金）

第1次選考発表／平成14年6月28日（金）　第2次選考／平成14年7月8日（月）

第3次選考／平成14年7月22日（月）

㈪ 3年次編入学試験（湯島地区）　　対象学部学科／医学部保健衛生学科
出願期間／平成14年8月16日（金）～22日（木）　学力検査／平成14年9月12日（木）

面接／平成14年9月13日（金）

㈫ 推薦入学試験（湯島地区）　　対象学部学科／医学部保健衛生学科看護学専攻
出願期間／平成14年11月1日（金）～7日（木）

第１次選考発表／平成14年11月15日（金）

第2次選考／平成14年11月25日（月）

㈬ 大学入試センター試験（代々木ゼミ）／平成15年1月18日（土）～19日（日）
㈭ 本学個別・出願期間　平成15年1月27日（月）～2月5日（水）
　　　 前期日程試験（代々木ゼミ・湯島地区）／平成15年2月25日（火）～27日（木）
　　　 後期日程試験（湯島地区）／平成15年3月12日（水）～13日（木）
㈮ 私費外国人留学生入学試験　出願期間／平成14年12月9日（月）～16日（月）
学力検査（代々木ゼミ）／平成15年2月25日（火）

面接（湯島地区）／平成15年3月12日（水）

■問い合せ先／入学主幹付入学試験掛　
TEL 03-5803-5084　FAX 03-5803-0106

■大学院医歯学総合研究科博士課程
出願期間／平成14年8月19日（月）～9月2日（月）

試験日／平成14年9月25日（水）

※合格者が募集定員に満たない場合2次募集を行います。

出願期間／平成14年12月9日（月）～20日（金）

試験日／平成15年2月4日（火）

■大学院医歯学総合研究科医歯科学専攻（修士課程）
出願期間／平成14年8月19日（月）～9月2日（月）

試験日／平成14年9月26日（木）

■大学院保健衛生学研究科博士（前期）課程、博士（後期）課程
出願期間／平成14年7月15日（月）～24日（水）

試験日／平成14年9月3日（火）

■問い合せ先　総務部大学院室
　　　TEL 03-5803-5916／5918／5919
　　　FAX 03-5803-0210

【タイトルの由来】
　タイトルの「bloom」

とは、集合的な花を指

す以外にも、開花期や

花盛りといった意味が

あります。そんな、はつ

らつとした明るい雰囲

気の広報誌として皆様

にご愛読頂けるように

との思いが込められて

います。

「なぜ？」から始める

理科の自由研究

公開講座・入試情報については、本学のホームページに
掲載しています。

広報委員会では、創刊号についての
ご意見・ご要望をお待ちしています。

【ご意見・ご要望】

ホームページ� http://www.tmd.ac.jp
Ｅメール� hiroba@tmd.ac.jp

学長からの
メッセージ

明日の扉：診療室訪問 
　感覚・皮膚・運動機能診療部門（皮膚科）／西岡 清
　育成系診療科　矯正歯科外来／相馬 邦道

明日の扉：診療室訪問 
　感覚・皮膚・運動機能診療部門（皮膚科）／西岡 清
　育成系診療科　矯正歯科外来／相馬 邦道

マイリサーチ
　免疫の不思議を解きあかす／烏山 一
　細胞の情報伝達メカニズムを知る／一條 秀憲

もっと知りたい！東京医科歯科大学
四大学連合／入学状況／留学生センター

／教養部●田中 智彦・勝又 敏行

9：00～12：00

学長　鈴木 章夫
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東
京
医
科
歯
科
大
学
は
、
医
学
部
医
学
科
、

医
学
部
保
健
衛
生
学
科
、
歯
学
部
歯
学
科
、
教

養
部
、
生
体
材
料
工
学
研
究
所
、
難
治
疾
患
研

究
所
を
有
す
る
日
本
唯
一
の
医
歯
系
総
合
大
学

院
大
学
で
す
。

　
本
学
は
良
き
医
師
・
歯
科
医
師
・
コ
・
メ
デ

ィ
カ
ル
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
流
の
研
究

者
・
指
導
者
の
養
成
を
志
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
教
育
理
念
は
、
第
一
に
将
来
の
医
療
人

と
し
て
の
幅
広
い
教
養
と
豊
か
な
感
性
を
備
え

た
人
間
性
の
育
成
で
す
。
第
二
に
自
己
問
題
提

起
、
自
己
問
題
解
決
型
の
創
造
的
人
間
の
養
成

で
す
。
第
三
に
国
際
性
豊
か
な
し
か
も
国
際
的

競
争
に
耐
え
る
人
材
の
養
成
で
す
。

　
昭
和
３
年
創
設
の
歯
学
部
は
、
国
立
大
学
最

古
の
歴
史
と
伝
統
を
持
ち
、
歯
学
教
育
・
研
究
・

診
療
に
お
い
て
は
他
に
類
例
の
な
い
こ
と
は
良

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
１９
年
設
立
の
医
学

部
医
学
科
は
、
優
れ
た
教
授
陣
を
有
し
、
２１
世

紀
の
高
度
先
進
医
療
等
、
日
本
の
臨
床
医
学
の

メ
ッ
カ
と
な
る
よ
う
に
実
績
を
積
ん
で
い
ま
す
。

医
学
部
の
中
に
設
立
さ
れ
て
い
る
保
健
衛
生
学

科
は
大
学
院
の
重
点
化
に
と
も
な
い
、
教
育
・

研
究
両
面
に
お
い
て
体
制
を
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
は
全
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
世
界
に

通
じ
る
医
歯
系
総
合
大
学
を
目
標
に
努
力
し
て

い
ま
す
。

〈現 在〉
　　大学院の重点化の完成

〈第４期 新制東京医科歯科大学時代〉 〈第３期 旧制東京医科歯科大学時代〉 〈第２期 東京医学歯学専門学校時代〉 〈第１期 創設時代〉 

特集：大学解剖沿　革 TMDUTMDU

●大学全景（1959）

●現在の東京医科歯科大学所在地周辺（1897）

●昭和23年頃の本館（現在の2号館）

●昭和3年10月12日

●霞ヶ浦／予科（1946）

●国府台病院（1953）

東京医科歯科大学長

鈴木 章夫
すずき　　あきお

東京医科歯科大学の前身である
東京高等歯科医学校初代校長
島峰　徹先生

明
治
30
年

東
京
医
術
開
業
試
験

附
属
病
院

（
通
称 

永
楽
病
院
）

大
正
６
年
８
月

歯
科
医
師
開
業
試
験

附
属
病
院

大
正
７
年
６
月

文
部
省
歯
科
医
師
試
験

病
院
と
命
名

大
正
11
年
１
月

歯
科
医
師
附
属
病
院

昭
和
３
年
10
月
12
日

本
学
の
前
身
で
あ
る

東
京
高
等
歯
科
医
学
校

創
立

（
10
月
12
日
は
本
学
の
創
立
記
念
日
）

昭
和
４
年
４
月

第
１
回
生
1
0
0
名
の

入
学
宣
誓
式

東
京
高
等
歯
科
医
学
校

附
属
病
院
設
立

昭
和
21
年
8
月

（
旧
制
）
東
京
医
科
歯
科
大
学
へ
昇
格

昭
和
40
年
４
月

教
養
部
設
置

昭
和
48
年
９
月

難
治
疾
患
研
究
所
開
設

平
成
元
年
４
月

医
学
部
保
健
衛
生
学
科
新
設

昭
和
19
年
４
月

東
京
医
学
歯
学
専
門
学
校
と

改
名
（
医
学
科
設
置
）

当
時
の
入
学
定
員

（
医
学
科
80
名　

歯
学
科
80
名
）

昭
和
５
年
12
月

現
在
地
へ
移
転

昭
和
26
年
４
月

（
新
制
）
東
京
医
科
歯
科
大
学

最
初
の
附
置
研
究
所
と
し
て
歯
科
材
料
研
究
所
の
設
立

昭
和
30
年
４
月

医
学
歯
学
進
学
課
程
の
設
置（
新
制
医
歯
学
系
大
学
の
６
年
制
が
完
全
実
施
）

大
学
院
医
学
研
究
科
・
大
学
院
歯
学
研
究
科
の
設
置

昭
和
41
年
４
月

医
用
器
財
研
究
所
と
改
称

平
成
11
年
４
月

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
に
改
組
、生
体
材
料
工
学
研
究
所
に
改
組

平
成
12
年
４
月

大
学
院
保
健
衛
生
学
研
究
科
の
設
置

学長からのメッセージ



血液内科

膠原病・リウマチ内科

内分泌・代謝内科

腎臓内科

老年病内科

消化器内科

循環器内科

呼吸器内科 外来診療科
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外来診療科

内科系診療部門内科系診療部門

眼科

耳鼻咽喉科

皮膚科

形成・美容外科

整形外科

小児科・小児外科

周産・女性診療科

�脳神経外科

神経内科

精神科

麻酔・蘇生・ペインクリニック科

心療内科

画像診断・放射線治療科

食道・胃外科

大腸・肛門外科

肝胆膵外科

乳腺外科

血管外科

心臓・肺外科

胸部人工臓器外科

泌尿器科

頭頸部外科

外科系診療部門外科系診療部門

感覚・皮膚・運動機能
診療部門

感覚・皮膚・運動機能
診療部門

小児・周産・
女性診療部門

脳・神経・
精神診療部門
脳・神経・

精神診療部門

放 射 線 診 療 部 門放 射 線 診 療 部 門

計
算
窓
口

支 払い窓 口
●担当医師の診療室の

　前でお待ち下さい。

●名前を呼ばれましたら

　診療室にお入り下さい。

●お名前が呼ばれました

　ら診察券を出してお支

　払い願います。

●診療科であずか

　った「会計ホルダ

　ー」を渡して下さい。

診療室訪問

受 付 の 手 順

1 2 3 4 5 6

特集：大学解剖診療室訪問 TMDUTMDU

初 診 窓 口

再 診
（診察券） 自動再診受付機

診療科

帰
　
宅

にしおか　　　　  きよし

感覚・皮膚・運動機能診療部門
皮膚科
大学院医歯学総合研究科 環境皮膚免疫学 教授

医学部附属病院長　西岡 　清

現
代
の
皮
膚
環
境
の
変
化

皮
膚
の
過
敏
性
とIgE

免
疫
異
常

幅
広
い
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
原
因
発
見
へ

初 診

　
私
が
皮
膚
科
医
に
な
っ
た
３０
年
以
上
前
に
は
、

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
子
供
の
病
気
で
し
た
。
個

人
差
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
は
年
齢
と
と
も

に
自
然
治
癒
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す
が
、
現
在

で
は
成
人
し
て
も
炎
症
が
続
い
た
り
、
成
人
し
て

か
ら
発
症
す
る
と
い
う
方
が
増
え
て
い
ま
す
。�

　
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
を
起
こ
す
根
本
的
な
原
因

と
し
て
、
皮
膚
の
過
敏
性
とIg

E

免
疫
異
常
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
前
者
は
皮
膚
環
境
の
変
化
な
ど
に

よ
り
、
健
康
な
人
が
感
じ
な
い
程
度
の
化
学
的
、

物
理
的
な
刺
激
に
対
し
て
も
痒
み
な
ど
を
引
き
起

こ
す
状
態
で
す
。
後
者
は
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
よ
り
、

Ig
E

抗
体
生
産
が
増
強
し
、
皮
膚
症
状
が
悪
化
す

る
状
態
で
す
。
こ
れ
ら
両
方
の
場
合
も
背
景
に
は

遺
伝
的
な
要
因
が
関
わ
っ
て
お
り
、
す
で
に
ア
ト

ピ
ー
関
連
遺
伝
子
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
遺
伝
子
に
異
常
が
あ
れ
ば
症
状
が

出
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
環
境
因
子
が
作
用

し
て
は
じ
め
て
症
状
が
で
る
の
で
す
。

　
昔
と
比
べ
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
が
成
人
に
ま

で
広
が
る
よ
う
に
な
っ
た
、
現
代
の
皮
膚
環
境
の

変
化
に
つ
い
て
、
日
々
の
生
活
を
例
に
あ
げ
て
み

ま
す
と
、
入
浴
も
シ
ャ
ワ
ー
だ
け
で
済
ま
せ
て
し

ま
う
人
が
多
く
、
そ
れ
に
よ
り
肌
が
ど
ん
ど
ん
乾

燥
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
身
体
を
洗
う
に
し

て
も
、
泡
で
汚
れ
を
落
と
さ
ず
に
高
濃
度
の
せ
っ

け
ん
や
ボ
デ
ィ
シ
ャ
ン
プ
ー
で
肌
を
傷
つ
け
て
し

ま
う
の
で
す
。
ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
で
は
一
年
中
エ

ア
コ
ン
が
つ
い
て
い
る
こ
と
で
、
皮
膚
の
機
能
が

低
下
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
ら
が
原
因
と
気
付
か

ず
、
皮
膚
に
対
し
て
の
刺
激
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
も
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ

が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
き
っ
ち
り
区
別
し
て
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
院
で
も
、
い
ら
っ
し
ゃ

る
患
者
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
の
原
因
を
探
求
し
、

同
じ
ア
ト
ピ
ー
症
状
だ
か
ら
と
い
っ
て
同
じ
薬
を

処
方
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
引
き
起
こ
す
原

因
を
究
明
し
て
、
そ
れ
ら
を
取
り
除
く
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
そ
の
原
因
と
な
る
も
の
を

取
り
除
け
ば
、
皮
膚
は
２
週
間
ほ
ど
で
回
復
し
ま

す
。
自
然
治
癒
の
力
は
そ
れ
だ
け
あ
る
と
い
え
ま

す
。
原
因
を
取
り
の
ぞ
か
な
れ
ば
、
た
と
え
ス
テ

ロ
イ
ド
剤
で
今
出
て
い
る
症
状
を
お
さ
え
て
も
、

因
子
を
与
え
続
け
て
い
け
ば
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
も

効
果
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
た
だ

単
に
、
ス
テ
ロ
イ
ド
で
症
状
を
お
さ
え
る
の
で
は

な
く
お
さ
え
な
が
ら
も
原
因
を
探
し
出
す
の
が
最

大
の
目
的
で
す
。
私
た
ち
は
回
復
を
早
め
る
た
め

の
治
療
を
根
気
よ
く
行
い
、
一
人
ひ
と
り
の
原
因

を
特
定
し
て
本
来
の
皮
膚
に
戻
し
て
い
く
の
が
当

科
の
役
目
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
患
者
さ
ん
の
症

状
や
生
活
環
境
を
細
か
く
聞
き
出
し
、
い
ろ
い
ろ

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
ま
す
。
決
し
て
短
期
間
で

終
わ
る
治
療
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
と

こ
ろ
に
来
る
方
の
う
ち
、
治
療
期
間
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
す
が
最
低
３
年
か
ら
５
年
で
７０
％
〜
８０
％
の

方
は
改
善
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
は
、
現
在
は
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
避
け
る
し
か

方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
遺
伝
子
操
作
に
よ
る
新

し
い
薬
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
科
に
は
い
ろ
い
ろ
な
症
状
の
方
が
数
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
多
く
の
患
者
さ
ん

と
接
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
一
人
の
患
者
さ
ん
に

対
し
て
も
幅
広
い
ア
プ

ロ
ー
チ
が
で
き
る
の
で

す
。
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
通
し
て
、
自
分
の
生

活
環
境
を
見
直
し
、
原

因
を
見
つ
け
て
そ
れ
を

取
り
の
ぞ
く
努
力
を
す

る
こ
と
が
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
の
治
療
で
最
も

大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。
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一
人
ひ
と
り
の
原
因
を
特
定
し
て

　
　

本
来
の
皮
膚
へ
戻
す
の
が
当
科
の
役
目

小児・周産・
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近
年
、
矯
正
歯
科
を
受
診
す
る
大
人
の
割
合
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
日
本
人

の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
が
高
く
な
り
、
質
を
求
め

る
人
口
が
増
え
た
こ
と
と
、
そ
れ
に
答
え
る
歯
科

材
料
・
治
療
技
術
の
進
歩
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
東

京
医
科
歯
科
大
学
附
属
病
院
矯
正
歯
科
外
来
で
は
、

同
大
学
院
の
多
く
の
分
野
と
密
接
に
情
報
を
交
換

し
て
研
究
開
発
を
行
い
、
世
界
に
誇
る
技
術
を
用

い
て
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
矯
正
と
い
う
領
域
は
、
日
本
で
学
会

が
設
立
さ
れ
て
か
ら
７
５
年
と
い
う
新
し
い
分
野

で
す
。
そ
の
後
、
矯
正
歯
科
と
い
う
標
榜
が
認
め

ら
れ
、
歯
科
医
が
自
分
で
で
き
る
と
思
え
ば
看
板

を
か
け
ら
れ
た
た
め
、
現
在
で
は
矯
正
歯
科
の
看

板
を
掲
げ
る
歯
科
医
院
が
社
会
に
存
在
し
ま
す
。

　
そ
の
中
に
は
、
矯
正
歯
科
の
専
門
医
も
い
れ
ば
、

一
般
治
療
の
一
環
と
し
て
矯
正
治
療
も
手
が
け
る

歯
科
医
も
い
ま
す
。
私
達
の
診
療
室
で
は
、
た
だ

ワ
イ
ヤ
ー
を
曲
げ
て
歯
並
び
を
良
く
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
治
療
前
の
検
査
で
歯
並
び
や
噛
み
合
わ

せ
の
他
、
歯
や
顎
の
機
能
検
査
や
姿
勢
検
査
な
ど

を
行
い
、
顎
の
関
節
や
全
身
の
筋
肉
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
調
整
し
た
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
最

近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
歯
の
周
り
に
あ
る
歯
根
膜

線
維
（
歯
を
支
え
る
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
よ
う
な
も
の
）

は
、
使
っ
て
い
な
い
と
痩
せ
衰
え
て
血
管
や
神
経

に
も
支
障
が
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
を
正
し
く
噛
ま

せ
る
こ
と
に
よ
り
こ
れ
ら
の
組
織
を
再
生
さ
せ
、

健
康
な
歯
に
戻
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
行
っ
て

い
ま
す
。
治
療
に
よ
り
美
し
さ
を
求
め
て
い
く
こ

と
も
当
然
で
す
が
質
も
高
め
て
い
く
こ
と
が
こ
の

診
療
室
な
の
で
す
。

　
当
科
を
受
診
し
た
１
８
歳
以
上
の
矯
正
患
者
の

割
合
は
、
３
０
年
前
は
約
１
割
、
１
５
年
前
は
２

割
５
分
、
こ
こ
２
〜
３
年
で
は
約
６
割
と
な
り
、

半
数
以
上
が
大
人
の
矯
正
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
や
随
伴
症
状
、

先
天
異
常
を
持
っ
た
方
々
も
多
く
、
当
科
は
最
終

的
な
駆
け
込
み
寺
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
従
来
、
矯
正
歯
科
は
唇
顎
口
蓋
裂
、
顎
変
形
症

を
除
き
保
険
診
療
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
今
年
４
月
に
保
険
診
療
が
改
正
さ
れ
、
第
一
・

第
二
鰓
弓
症
候
群
、
鎖
骨
頭
蓋
異
骨
症
、

C
ro
u
zo
n

症
候
群
、T

reach
er-C
o
llin
s

症
候
群
、

P
ierre R

o
b
in

症
候
群
、D

o
w
n

症
候
群
が
適
用
疾

患
と
し
て
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
保
険
適

用
は
対
象
と
さ
れ
た
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
福
音

で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　　
矯
正
と
聞
く
と
、
長
い
年
月
を
か
け
て
太
い
ワ

イ
ヤ
ー
を
強
引
に
曲
げ
て
治
療
を
し
て
い
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
そ
れ
は
、
ス

テ
ン
レ
ス
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
使
い
強
い
力
で
歯
を

動
か
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
当
科
で
は
、
先
に
も

述
べ
た
よ
う
に
研
究
分
野
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、

そ
こ
で
弱
い
持
続
的
な
力
を
発
揮
す
る
チ
タ
ン
ニ

ッ
ケ
ル
ワ
イ
ヤ
ー
を
世
界
に
先
駆
け
て
開
発
し
ま

し
た
。
こ
の
ワ
イ
ヤ
ー
を
用
い
る
こ
と
で
、
通
常

２
〜
４
年
か
か
る
矯
正
も
、
個
人
差
に
も
よ
り
ま

す
が
１
〜
２
年
と
驚
異
的
に
短
い
期
間
で
終
了
し
、

歯
に
と
っ
て
や
さ
し
い
治
療
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
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歯
の
美
し
さ
と
質
の
両
面
を
高
め
て
い
く
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私
た
ち
の
体
は
、
日
頃
様
々
な
ス
ト
レ
ス
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ス
ト
レ
ス
を
認
識
し
て
、

ど
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
る
か
を
考
え
、
対
応
し

て
い
る
の
が
体
を
構
成
し
て
い
る
細
胞
で
す
。

　
そ
の
細
胞
が
実
際
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で

動
い
て
い
る
の
か
は
と
て
も
重
要
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
細
胞
の
中
に
あ
る
シ
グ

ナ
ル
伝
達
（
細
胞
の
外
か
ら
の
刺
激
を
、
受
け
取

り
、
そ
れ
を
情
報
処
理
し
て
シ
グ
ナ
ル
化
し
伝
え

て
い
く
）
シ
ス
テ
ム
が
壊
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

お
り
、
壊
れ
る
こ
と
で
様
々
な
疾
患
を
引
き
起
こ

す
原
因
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の
シ
グ
ナ

ル
伝
達
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、

非
常
に
多
く
の
疾
患
治
療
に
役
立
つ
と
考
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
癌
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど

の
神
経
系
疾
患
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
免
疫
系
疾

患
の
一
部
は
、
細
胞
の
中
の
シ
グ
ナ
ル
伝
達
分
子

（
多
く
の
場
合
タ
ン
パ
ク
質
）
を
作
るD
N
A

に
異

常
が
起
き
る
の
が
原
因
で
す
。
し
か
し
、
個
別
の

疾
患
に
対
し
て
ど
の
遺
伝
子
が
大
事
な
の
か
は
、

ま
だ
十
分
に
解
析
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由

と
し
て
は
、
多
種
多
様
な
ス
ト
レ
ス
や
刺
激
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
特
異
性
を
持
っ
た
タ
ン
パ
ク

質
が
ど
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
の
か
と
い
う
順
番

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
為
で
す
。
そ
れ
が
解

明
さ
れ
る
と
、
そ
の
分
子
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

治
療
法
や
予
防
法
が
開
発
で
き
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
点
で
、
私
た
ち
が
研
究
し
て
い
る
シ
グ
ナ
ル
伝

達
は
、
非
常
に
重
要
な
研
究
と
い
え
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
シ
グ
ナ
ル
伝
達
分
子
の
「A

S
K
1

」

と
い
う
分
子
を
今
か
ら
５
年
前
に
発
見
し
、
今
で

も
こ
の
分
子
を
介
し
た
シ
グ
ナ
ル
伝
達
の
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り

私
た
ち
の
日
常
に
お
い
て
何
に
繋
が
る
か
と
言
え

ば
、
例
え
ば
、
ア
ポ
ト
ー
シ

ス
（
細
胞
が
積
極
的
に

死
ぬ
現
象
）
が
病
気

と
の
か
か
わ
り
で

非
常
に
重
要
で
、

一
説
に
は
、
人

間
の
疾
患
の
９

割
に
お
い
て
ア

ポ
ト
ー
シ
ス
が

直
接
の
原
因
と
な

る
場
合
と
、
間
接

的
原
因
と
な
る
場
合
が

あ
り
、
そ
の
ア
ポ
ト
ー
シ

ス
を
医
師
・
歯
科
医
師

が
自
在
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

非
常
に
多
く
の
疾
患
に
な

ん
ら
か
の
改
善
が
期
待
で

き
る
の
で
す
。

　
人
間
の
正
常
な
体
は
、
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
に
よ
っ

て
つ
く
り
出
さ
れ
た
も
の
と
も
言
え
ま
す
。
ア
ポ

ト
ー
シ
ス
は
彫
刻
と
同
じ
で
、
あ
る
程
度
の
細
胞

が
固
ま
っ
て
出
来
た
と
こ
ろ
か
ら
、
細
胞
が
死
滅

し
鼻
や
口
な
ど
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。
御
存
じ

の
方
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
が
、

胎
児
の
時
に
は

指
の
間
に
水
掻

き
が
あ
り
、
そ

れ
も
細
胞
が
死

滅
し
て
初
め
て

指
の
股
が
で
き

る
‥
‥
こ
れ
が

ア
ポ
ト
ー
シ
ス

で
す
。
要
す
る

に
形
作
り
に
必

須
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
の
で
す
。
ま
た
、
ア
ポ
ト
ー

シ
ス
の
引
き
金
を
ひ
く
分
子
に
異
常
が
あ
る
と
、

細
胞
が
死
滅
せ
ず
に
蓄
積
さ
れ
て
し
ま
い
、
癌
な

ど
の
疾
患
の
原
因
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
逆
に
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
の
神

経
変
性
疾
患
は
、
神
経
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
う
た

め
に
起
こ
る
現
象
で
す
。
少
な
く
と
も
一
部
の
神

経
変
性
疾
患
に
関
し
て
は
、A

S
K
 1

を
活
性
化
し

て
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
を
誘
導
し
過
ぎ
て
い
る
こ

と
が
原
因
の
よ
う
で
す
。
治
療
と
し
て
考

え
ら
れ
る
事
は
、A

S
K
 1

の
酵
素
活
性
を

抑
え
る
薬
を
作
り
、
神
経
細
胞
の
死
滅

を
抑
制
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
可

能
性
が
あ
り
、
実
際
開
発
が
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス

に
対
し
て
す
ぐ
に
細
胞
が
死
ん
で
し
ま

う
と
困
る
こ
と
も
あ
り
、
死
ぬ
か
生
き

る
か
を
判
断
し
な
が
ら
体
を
構
成
し
て
い

か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。A

S
K
 1

やM
A
P

キ
ナ
ー
ゼ
経
路
（
酵
素
）
は
、
活
性
化
の
程
度

に
よ
り
細
胞
が
生
死
を
決
定
す
る
た
め
の
情
報

処
理
を
し
て
い
ま
す
。
そ
のA

S
K
 1

等
の
量
を

管
理
し
て
い
る
の
は
、
核
の
中
に
あ
るD

N
A

で

す
。
そ
のD

N
A

か
ら
タ
ン
パ
ク
質
が
作
ら
れ
、

そ
の
タ
ン
パ
ク
質
の
発
現
パ
タ
ー
ン
で
細
胞
の
生

死
が
違
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
シ
グ
ナ
ル
伝
達
機

構
の
詳
細
な
解
析
が
今
後
の
医
学
・
歯
科
医
学
の

飛
躍
的
な
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
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免疫の不思議を
解きあかす

普段、意識することのない免疫システム。その役割

は私たちの体にとってとても重要な役割を持ってい

ます。その役割を解明して治療に役立てる研究を行

っている烏山先生にお話を伺いました。

烏山 一烏山 一
感染分子制御学分野

細胞の情報伝達
メカニズムを知る

私たちの体と密接な関係を持つ細胞。

その情報伝達のメカニズムをコントロールできれば、

多くの疾患の改善が見られるようです。その研究に

没頭している一條先生にお話を伺いました。

一條 秀憲一條 秀憲
分子情報伝達学分野分子情報伝達学分野

大学院医歯学総合研究

科教授。専門は、分子

細胞生物学。研究テー

マは、細胞内シグナル

伝達。生体材料学の授

業を担当。

一條 秀憲
いちじょう　   ひでのり

特集：大学解剖マイリサーチ TMDUTMDU

免
疫
と
ア
レ
ル
ギ
ー

シ
グ
ナ
ル
伝
達
に
よ
る
疾
患
治
療

「A
S
K
 1

」
と
ア
ポ
ト
ー
シ
ス

体
を
守
る
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
働
き

免
疫
シ
ス
テ
ム
の
解
明
を
目
指
し
て

　
私
た
ち
が
生
活
を
し
て
い
る
ご
く
普
通
の
環
境

の
中
で
も
、
実
は
病
気
を
引
き
起
こ
す
様
々
な
病

原
体
（
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
カ
ビ
、
原
虫
な
ど
）

が
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
ら
は
絶
え
ず
私

た
ち
の
体
を
攻
撃
し
よ
う
と
狙
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
私
た
ち
が
平
気
で
生
活
し
て

い
け
る
の
は
私
た
ち
の
体
が
、
病
原
体
に
対
す
る

抵
抗
力
を
持
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。
こ
の
、

「
か
ら
だ
の
抵
抗
力
を
生
み
出
し
て
い
る
仕
組
み
」

の
謎
を
解
き
明
か
し
て
、
様
々
な
病
気
の
治
療
に

役
立
て
よ
う
と
い
う
の
が
私
が
専
門
と
し
て
い
る

免
疫
学
で
す
。

　
普
段
の
生
活
の
中
で
、
私
た
ち
の
体
に
備
わ
っ

て
い
る
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
実
際
に
病
原
体
か
ら
体

を
守
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
は
ま
ず
な

い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
エ
イ
ズ
の
よ
う
な
病
気

で
は
、
こ
の
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
う
ま
く
働
か
な
く

な
る
た
め
に
、
健
常
人
に
と
っ
て
は
何
と
も
な
い

よ
う
な
あ
り
ふ
れ
た
カ
ビ
や
細
菌
な
ど
の
微
生
物

が
体
の
中
で
繁
殖
し
て
し
ま
い
、
生
命
を
脅

か
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
免
疫

シ
ス
テ
ム
が
低
下
す
る
と
悪
性
の

腫
瘍
が
出
来
や
す
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
免
疫
シ

ス
テ
ム
は
病
原
体
の
よ
う
な
外

敵
か
ら
身
を
守
る
だ
け
で
は
な
く
、

自
分
達
の
体
の
中
か
ら
生
ま
れ
て

く
る
悪
性
腫
瘍
の
よ
う
な
内

敵
か
ら
も
体
を
守
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。
臓
器
移
植

の
際
に
、
免
疫
シ
ス
テ

ム
は
他
人
の
臓
器
を
敵

と
判
断
し
て
攻
撃
す
る

た
め
、
い
わ
ゆ
る
拒
絶

反
応
を
ひ
き
起
こ
し
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
拒
絶

反
応
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

免
疫
抑
制
剤
を
使
用
し
ま
す
が
、

こ
の
際
に
、
感
染
症
に
か
か
り
や
す

く
な
っ
た
り
、
悪
性
腫
瘍
が
発
症
し
て
し
ま

う
と
い
っ
た
問
題
点
が
で
て
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、

局
所
的
に
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
が
必
要
で
、
今
そ
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
免
疫
シ
ス
テ
ム
は
大
き
く
わ
け
る
と
自
然
免
疫

と
獲
得
免
疫
の
二
つ
に
わ
け
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち

の
研
究
室
で
は
自
然
免
疫
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
と
獲
得
免
疫

で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
Ｂ
リ
ン
パ
球
に

関
し
て
、
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ら
が
誕
生
し
、
ど
の

よ
う
に
し
て
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
一
員
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
の
か
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

免
疫
細
胞
が
き
ち
ん
と
誕
生
し
成
熟
で
き
な
い
と

免
疫
不
全
症
や
白
血
病
と
い
っ
た
生
命
を
脅
か
す

病
気
を
引
き
起
こ
す
の
で
、
病
気
の
診
断
や
治
療

と
い
う
観
点
か
ら
み
て
も
と
て
も
大
切
な
研
究
だ

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
体
を
守
っ
て
く
れ
る
は
ず
の

免
疫
シ
ス
テ
ム
が
時
に
本
来
の
仕
事

か
ら
逸
脱
し
た
行
動
を
と
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
最
近
患
者
数
が

増
加
し
、
社
会
問
題
に
も
な
っ

て
い
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
は
そ

の
代
表
的
な
例
で
す
。
例
え
ば
、

私
も
そ
の
う
ち
の
一
人
な
の
で

す
が
、
花
粉
症
を
例
に
あ
げ
て

み
ま
す
と
、
本
来
ま
っ
た
く

無
害
で
あ
る
は
ず
の
ス
ギ

花
粉
を
免
疫
シ
ス
テ
ム

が
危
険
な
外
敵
と
判
断
し
、

攻
撃
し
て
排
除
し
よ
う

と
す
る
の
で
す
。
そ
の

結
果
、
く
し
ゃ
み
や
鼻
水

と
い
っ
た
症
状
が
あ
ら
わ

れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
免
疫
シ
ス
テ
ム
の

狂
い
が
生
じ
る
の
か
を
遺
伝
子
工
学

や
発
生
工
学
を
応
用
し
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
し
て
い
る
と
、
誰
が

こ
の
よ
う
に
巧
妙
な
シ
ス
テ
ム
を
考
え
た
の
か
と

感
心
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
の

設
計
図
は
か
な
り
わ
か
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
の
設
計
図
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
免
疫
シ
ス
テ

ム
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
か
は
ま
だ
謎
で

す
。
私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
研
究
は
こ
の
免
疫
の

謎
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。
そ
れ

に
よ
り
、
エ
イ
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
難
治
感
染
症

や
癌
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
臓
器
移
植
な
ど
現
代
医
学

が
抱
え
る
重
大
課
題
の
解
決
に
直
結
す
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

感染分子制御学分野



　
　
　
　
　
　 

　
哲
学
　
助
教
授

　
田
中 

智
彦

最
近
、
医
師
や
看
護
師
が
主
人
公
の
ド
ラ
マ
を

よ
く
見
か
け
ま
す
。
も
っ
と
も
、
多
く
は
そ
れ
こ

そ
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
す
ぎ
る
か
、
逆
に
あ
ま
り
に

コ
ミ
カ
ル
で
、「
専
門
医
療
従
事
者
」
―
―
医
師
、

歯
科
医
師
、
看
護
師
、
検
査

技
師
な
ど
を
ま
と
め
て
こ
う

呼
び
ま
す
―
―
の
姿
と
し
て

は
「
？
」
で
す
。
で
も
そ
れ
だ

け
に
、み
な
さ
ん
と
し
て
は
「
専

門
医
療
従
事
者
に
な
る
」
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
学
生
時

代
に
よ
く
理
解
し
て
お
き
た

い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
専
門
の

勉
強
は
し
た
け
ど
医
療
者
と

し
て
は
「
？
」
…
…
で
は
ド
ラ

マ
を
笑
え
ま
せ
ん
。

教
養
部
で
「
人
間
科
学
教
育

課
程
」
が
始
ま
っ
た
の
も
あ
る

意
味
で
は
そ
の
た
め
、つ
ま
り
本
学
に
集
う
未
来

の
専
門
医
療
従
事
者
た
ち
に
、
医
療
を
「
職
業
」

に
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
会
得
し
て
も
ら
う

た
め
で
し
た
。「
あ
る
意
味
で
」
と
い
う
の
は
こ
の

課
程
の
目
標
が
、「
医
療
人
の
心
得
」
み
た
い
な

も
の
を
学
ぶ
こ
と
よ
り
も
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ
に

あ
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
そ
の
「
目
標
」
は
、こ
の

課
程
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
間
科
学
教
育
課
程
は
２
つ
の
部
門
―
―
「
体

験
学
習
部
門
」
と
「
科
学
学
習
部
門
」
―
―
か
ら

な
り
ま
す
。
体
験
学
習
部
門
で
は
、
医
療
・
福
祉

関
係
の
方
々
か
ら
話
を
聞
く
と
同
時
に
、
夏
休
み

に
一
週
間
ほ
ど
施
設
で
仕
事
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。

で
も
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う

の
も
、
た
だ
「
体
験
」
す
る
だ
け
で
は
そ
れ
は
、一

時
の
「
印
象
」
や
「
感
想
」
に
し
か
な
ら
な
い
か
ら

で
す
。
普
通
の
ひ
と
な
ら
い
ざ
し
ら
ず
、
医
療
を

「
職
業
」
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、そ
う
し
た
「
体
験
」

を
「
経
験
」
に
ま
で
高
め
て
ゆ
く
―
―
「
体
験
」

の
意
味
を
つ
き
つ
め
、
医
療
に
つ
い
て
、ま
た
そ
こ

に
現
れ
る
ひ
と
と
ひ
と
と
の
関
係
性
や
「
人
間
」

そ
の
も
の
に
つ
い
て
、ひ
い
て
は
「
自
分
」
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
考
え
を
練
り
あ
げ
て
ゆ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
と
は
い
え
、そ
れ
は
ひ
と
り
で
は
な
か

な
か
う
ま
く
ゆ
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、グ
ル
ー
プ
演

習
で
「
体
験
」
を
分
か
ち
合

う
と
と
も
に
、「
科
学
学
習

部
門
」
の
出
番
と
な
り
ま
す
。

こ
の
部
門
は
３
つ
の
講
義
―
―

心
理
学
系
、
倫
理
学
系
、
法

学
系
―
―
か
ら
な
り
ま
す
。

心
理
学
系
は
、「
病
め
る
ひ

と
が
生
き
て
い
る
世
界
」
に

つ
い
て
理
解
す
る
道
を
開
い

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
倫
理

学
系
で
は
、「
職
業
と
し
て
の

医
療
」
に
ど
ん
な
倫
理
が
求

め
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
が
「
人

間
」
の
あ
り
方
と
ど
う
関
係

す
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
法
学
系
は
、「
医
療
の
世
界
」
が
診
察
室
や
病

室
、
手
術
室
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
実
は

ひ
ろ
く
「
社
会
」
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
て
多
様
な
視
点
か

ら
「
医
療
」
と
「
人
間
」
へ
の
洞
察
を
深
め
、「
体

験
の
経
験
化
」
を
は
か
る
こ
と
で
、「
専
門
医
療

従
事
者
に
な
る
」
意
味
を
つ
か
み
と
り
、
責
任
を

自
覚
し
て
ゆ
く
こ
と
も
可
能
に
な
る
―
―
人
間

科
学
教
育
課
程
は
そ
の
た
め
の
「
場
」
で
あ
ろ
う

と
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
課
程
の
そ
う
し
た
「
目
標
」
を
示
す
モ
ッ
ト

ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
冒
頭
の
「
？
」
へ
の
応
答

で
も
あ
り
、み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
そ

の
意
味
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
古
代
ギ
リ
シ

ア
の
神
殿
に
刻
ま
れ
て
い
た
そ
の
こ
と
ば
は
ま
た
、

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
モ
ッ
ト
ー
で
も
あ
り
ま
し
た
。

 

　
　
　
　
　
　
　

―
― 

汝
自
身
ヲ
知
レ
。
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もっと知りたい！もっと知りたい！

f o r  s t u d e n t

留学生センター
I n t e r n a t i o n a l  S t u d e n t  C e n t e r

教 養 部
C o l l e g e  o f  L i b e r a l  A r t s  a n d  S c i e n c e s

●
「
英
語
に
よ
る
学
会
発
表
準
備
コ
ー
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　  

開
講
の
お
知
ら
せ

　
国
際
学
会
で
の
英
語
に
よ
る
発
表
を
目

指
す
留
学
生
と
日
本
人
大
学
院
生
を
対
象

に
「
学
会
発
表
準
備
コ
ー
ス
」
を
開
講
し

ま
す
。
第
２
期
の
授
業
は
７
月
８
日
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
詳
し
く
は
留
学
生
セ
ン
タ

ー
ま
で
。

入
学
し
て
一
番
は
じ
め
に
行
う

実
験
が
化
学
実
験
で
す
。
「
９

時
ま
で
残
さ
れ
る
」
、
「
レ
ポ

ー
ト
が
大
変
」
、
な
ど
い
ろ
い

ろ
先
輩
に
お
ど
か
さ
れ
て
最
初

の
授
業
に
臨
ん
で
く
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
に
一
人
一
セ
ッ
ト
づ
つ
実

験
器
具
が
与
え
ら
れ
、
危
険
な

物
質
を
扱
う
こ
と
、
「
一
人
一

人
で
責
任
を
持
つ
」
こ
と
、
一

次
記
録
の
取
り
方
、
レ
ポ
ー
ト

の
書
き
方
な
ど
を
最
初
に
指
導

さ
れ
ま
す
。
「
自
分
に
実
験
が

う
ま
く
で
き
る
か
ど
う
か
す
ご

く
不
安
」
と
思
う
学
生
も
少
な

か
ら
ず
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

い
ざ
実
験
を
は
じ
め
る
と
高
校

の
と
き
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
実
験

と
は
違
い
、
自
分
の
自
由
に
実

験
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
す
。
「
テ
キ
ス
ト
に
は
書

い
て
い
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
試

料
に
こ
の
試
薬
を
入
れ
た
ら
ど

う
な
る
だ
ろ
う
？
」
な
ど
と
脇

道
に
そ
れ
な
が
ら
、
周
り
の
友

人
達
と
情
報
交
換
を
し
な
が
ら

実
験
を
す
す
め
て
い
く
よ
う
に

な
る
の
で
す
。
そ
の
結
果
は
教

官
と
の
一
対
一
の
面
接
で
活
発

に
議
論
さ
れ
ま
す
。
「
夢
中
に

な
っ
て
時
間
を
忘
れ
る
」
、
「
大

変
だ
け
ど
充
実
し
た
」
実
験
の

時
間
を
と
お
し
て
「
考
え
る
力
」
、

「
一
人
一
人
で
責
任
を
持
つ
」

こ
と
を
身
に
付
け
て
い
く
の
が

化
学
実
験
で
す
。

●
留
学
生
相
談
室

　
２
０
０
１
年
４
月
セ
ン
タ
ー
に
留
学
生
相
談
室

が
開
設
さ
れ
、
１
年
間
に
２５
ヶ
国
の
留
学
生
等
か

ら
延
べ
１
６
２
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
相
談

内
容
は
、
修
学
関
係
、
学
外
諸
手
続
き
、
奨
学
金

・
宿
舎
、
人
間
関
係
等
広
範
囲
に
渡
る
内
容
で
し

た
。

●外国人留学生在籍者数

●5月新任教官着任
　大北葉子助教授（日本語教育）が（シンガポール国立大学より）着任。

　留学生センターホームページ　http://www.tmd.ac.jp/isc/index_j.html

226人 2002年5月1日現在本学に在籍する
外国人留学生の数（　　　　　　　）

※39ヶ国・1地域で、全学生の約1割です。

●
日
本
語
教
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
４
月
は
じ
め
に
日
本
語
ク
ラ
ス
受
講
希

望
者
に
対
し
て
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト

が
行
わ
れ
、
５８
名
が
受
験
し
ま
し
た
。
４

月
１５
日
か
ら
は
、
前
期
の
日
本
語
１３
コ
ー

ス
（
初
級
〜
上
級
、
聴
解
、
医
学
事
情
）

が
始
ま
り
、
約
８０
名
の
留
学
生
が
研
究
の

合
間
を
ぬ
っ
て
、
熱
心
に
日
本
語
を
勉
強

し
て
い
ま
す
。
留
学
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
室
で
の
聴
解
指
導
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援
に
よ
る
最
新
の
語
学
教

授
法
を
取
り
入
れ
、
効
果
的
な
日
本
語
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ロールプレイを通して
自然な会話を練習する留学生

マルチメディア室で日本語ワープロと
オンライン辞書機能を学習する留学生

マルチメディア室で聴解訓練を行う留学生

化　学

人間科学

入学状況
F r e s h m a n　平成１４年度東京医科歯科大学の入学式が、

４月８日（月）午前１０時から本学講堂で

行われました。新入生２５０名（医学科82名・

保健衛生学科101名・歯学科67名）が、

専門の医療人をめざして、その第一歩をス

タートしました。

　また、４月９日（火）午後１時から本学

講堂で大学院入学式が行われ、医歯学総合

研究科（修士課程31名・博士課程237名）、

保健衛生学研究科（前期課程31名・後期課

程15名）に３１４名が進級しました。

四 大 学 連 合
A l l i a n c e

　
平
成
１３
年
３
月
１５
日
、
東
京
医
科
歯
科

大
学
・
東
京
外
国
語
大
学
・
東
京
工
業
大

学
・
一
橋
大
学
は
、
各
大
学
が
、
そ
れ
ぞ

れ
独
立
を
保
ち
つ
つ
、
教
育
・
研
究
の
面

で
密
接
に
連
携
す
る
と
い
う
理
念
に
基
づ

く
四
大
学
連
合
憲
章
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
実
現
す
る
具
体
的
な
３
プ
ラ
ン
「
複
合

領
域
コ
ー
ス
の
設
定
」
「
編
入
学
の
実
施
」

「
複
数
学
士
号
の
創
設
」
の
中
か
ら
、
こ

の
４
月
に
「
複
合
領
域
コ
ー
ス
」
の
受
講

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
複
合
領
域
コ
ー
ス
」
は
、
１
大
学
で

は
提
供
で
き
な
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
２

大
学
又
は
３
大
学
が
相
互
に
協
力
し
て
学

科
目
を
提
供
す
る
特
別
履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
学
生
が
他
大
学
を
お
互
い
行
き
来

し
て
興
味
の
あ
る
授
業
を
受
講
す
る
わ
け

で
す
。
受
講
す
る
た
め
の
資
格
や
選
考
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
コ
ー
ス
を
受
講
す
る

こ
と
で
特
別
な
費
用
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

し
、
取
得
し
た
単
位
は
所
属
大
学
の
取
得

単
位
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

「複合領域コース」が
　　　　　　スタート

本学の学生生活は教養部からはじまります。

教養部で今年行っている授業の一部を

千葉県市川市の国府台キャンパスから

ご紹介します。

「
医
の
世
界
」へ
の
架
け
橋

実
験
紹
介

た
な
か
　
　
と
も
ひ
こ

か
つ
ま
た
　
　
と
し
ゆ
き

 

化
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助
手
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ν

鈴木学長による入学許可の告示

複合領域コース

■3大学間共通コース

�（医歯大・東工大・一橋大）

� 　総合生命科学コース

� 　海外協力コース

� 　生活空間研究コース

■2大学間コース

� 　医用工学コース

� （医歯大・東工大）

� 　医療・介護・経済コース

� （医歯大・一橋大）

〈留学生センター教官のオフィス・アワー〉　
　【山下】木・4:30-6:00� （留学生センター）

　【都河】月・火・木・1:30-4:30� （留学生センター）

　【増田】木・2:00-3:30� （教養部一号館三階）

　【泉谷】火・1:00-2:30� （五号館二階）

　【大北】金・3:00-4:30� （留学生センター）

一対一のノート面接

金属イオンの分析実験

医歯大 外語大 東工大 一橋大

スモールグループでの
体験の共有 1

1

2

2

3




